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改
正
法
施
行
に
伴
い
、
９５

幹
の
事
務
所
が

「
一
件
当
た

り
の
当
霧

重

が
増

え
た
」
と

回
答
。
構
造
計
算
書
の
作
成

に
か
か
る
時
間
は
、
施
行
以

一型
」比
べ
〓

・
五
上

一倍
」

が
４９
７
と
半
数
に
達
し
た
ほ

か
、
建
築
確
認
申
請
に
か
か

る
時
間
も

「
三
倍
以
上
」
が

３９
幹
に
上
り
、
そ
れ
ぞ
れ
最

多
と
な

っ
た
。

設
計
料
は
「変
わ
ら
な
い
」

と

「減

っ
た
」
を
合
わ
せ
て

４５
で
ｏ

「増
え
た
」
も
４０
省

あ

っ
た
が
、ス７
２
ハ
割
は
Ｅ

。
二
五
倍
未
満
」
と
低
い
伸

び
だ

っ
た
。

後
継
者
に
つ
い
て
は
７５
幹

が

「不
在
」
と
回
答
。
全
事

業
所
の
技
術
系
従
業
員
二
百

七
十
二
人
の
う
ち

一
級
建
築

士
は
百
三
十
人

で
、
年
齢

構
成
は

二
十
１
二
十
代

の

２０
で
に
対
し
、
五
十
歳
以

上
は
５６
幹
と
半
数
を
超
え
て

い
る
。
業
務
の
処
理
時
間
の
増
加

に
よ
り
、
５５
イ
が
受
注
件
数

を
暉
り
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
建
築
主
か
ら
依
頼
を
受
け

る
意
匠
担
当
の
建
築
士
は
構

造
設
計
を
発
注
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
、

「着
工
の
減

少
に
つ
な
が

っ
て
い
る
只
東

北
支
部
）
と
言
う
。

東
北
支
部
の
八
ツ
賀
英
幸

支
部
長
は

「構
造
設
計
は
業

務
が
大
変
な
上
に
責
任
も
重

い
た
め
、
学
生
の
希
望
者
も

ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
構
造
設

計
者
が
減
れ
ば
、
建
物
の
建

設
が
で
き
な
く
な
る
。
建
築

主
は
現
状
を
認
識
し
、
報
酬

ア
ッ
プ
な
ど
の
対
応
を
し
て

ほ
し
い
」
と
話
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
二
月
、
東

北
の
百
八
十

一
の
事
務
所
を

対
象
に
郵
送
で
実
施
。
４‐

．

４
幹
に
当
た
る
七
十
五
事
務

所
か
ら
回
答
が
あ

っ
た
。

日

鮮

嚢

嘩

髄

選

鰈

覺

娃
雛

は
、
都
道
府
県
が
新
た
に
指
定
す
る
専
門
機
関
な
ど
が

構
造
計
算
を
再
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
た
。

確
認
審
査
期
間
を
延
長
し
て
チ

ェ
ッ
ク
の
徹
底
を
図

り
、
施
工
途
中
の
中
間
検
査
の
実
施
の
ほ
か
、
違
反
し

た
場
合
の
罰
則
強
化
も
盛
り
込
ん
だ
。

協会東北支部
アンケ ー ト

業
務
倍
増
、報
酬
横
ば
い

耐
震
強
度
偽
装
事
件
を
受
け
た
昨
年
六
月
の
改
正
建
築
基
準
法
＝
圏
下
の
施
行
以

降
、
東
北
の
建
築
構
造
設
計
を
専
業
と
す
る
事
務
所
で
、
業
務
環
境
が
大
き
く
悪
化

し
て
い
る
こ
と
が
日
本
建
築
構
造
技
術
者
協
会
東
北̈
支
部

（仙
台
市
）
な
ど
が
行

っ

た
初
め
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
分
か

っ
た
。　
一
件
の
設
計
に
か
か
る
時
間
が
倍
近
く
に

増
え
た
の
に
対
し
、
設
計
料
は
横
ば
い
で
事
務
所
の
後
継
者
不
足
も
深
刻
化
。
東
北

支
部
は

「
こ
の
状
況
が
続
く
と
構
造
設
計
業
界
が
破
た
ん
し
て
し
ま
う
」
と
訴
え
て

い
る
。


